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1.事業所名 有限会社ショウエイ環境

　代表者氏名 代表取締役　　橋本　健一郎　

2.事業所の所在地 ●本社

〒８３３－００５３

福岡県筑後市大字西牟田６３５２番地１

●中間処理場

〒８３０－０１１１

福岡県久留米市三潴町大字西牟田６３４５番地３

●前津工場

〒８３３-０００２

福岡県筑後市大字前津字南長峯２１１５番

●溝口工場

〒８３３-００１２

福岡県筑後市大字溝口字兵足５６１番１

●作業場

〒８３４－０１２３

福岡県八女郡広川町大字藤田１０７７

3.法人設立年月日

（創業年月日　平成６年５月１日）

4.資本金

5.売上高 単位 平成３０年 令和１年 令和2年

売上高 万円 148,819 102,407 140,799

従業員数 人 56 57 63

6.事業内容 ◆

　（対象組織） ◆ 産業廃棄物収集運搬業

◆ 一般廃棄物収集運搬業

7.環境管理責任者

　ＥＡ２１事務局　担当者

　連絡先 ＴＥＬ ０９４２－５４－０７３８

ＦＡＸ ０９４２－５４－０７４１

Ｅｍａｉｌ syouei540738@magma.jp

中島　亮介

1　組織の概要①

平成10年12月17日

３００万円

産業廃棄物中間処理業

中島　亮介

※事業年度は７月１日起算、翌年６月３０日決算
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8.認証・登録範囲 全組織・全活動

9.組織図

専務取締役

宮﨑 智匡

代表取締役

橋本 健一郎

事務 営業
収集

班
本社工

場

部長

藤本雅章

総務部長

宮﨑 智匡
（兼任）

前津工

場
溝口

工場

取締役

梅野 隆

業務統括

専務取締役
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9.産業廃棄物許可内容

設置場所

設置年月日

処理能力

設置場所

設置年月日

処理能力

設置場所

設置年月日

処理能力

設置場所

設置年月日

処理能力

設置場所

積替保管面積 ４１.６７㎡ 保管上限・積み上げ高さ １４．０㎥　・　１．１ｍ

設置場所

設置年月日

処理能力

設置場所

設置年月日

処理能力

破砕施設

福岡県久留米市三潴町西牟田字鳥越６３４４番３５外２筆

令和2年11月21日

廃プラスチック類　3.6ｔ／日（8時間）、紙くず　2.4ｔ/日（8時間）、木くず　4.3ｔ/日（8時間）、繊維くず　0.96ｔ/日（8時間）

破砕施設

福岡県久留米市三潴町西牟田字鳥越６３４４番２２

平成26年12月8日

１．９ｔ／日（８時間）

圧縮施設

福岡県筑後市大字西牟田字天堤6352番1

平成16年4月9日

廃プラスチック類　3.44ｔ/日（8時間）、紙くず　4.26t/日（8時間）、繊維くず　3.69ｔ/日（8時間）

中間処理（圧縮） 廃プラスチック類、紙くず、繊維くず

中間処理（発酵） 汚泥、廃酸、廃アルカリ、動植物性残さ

中間処理（圧縮梱包） 廃プラスチック類、紙くず、繊維くず

9.9ｔ/日（8時間）

許可の有効年月日 令和6年3月5日

福岡県筑後市大字溝口字兵足561番1

平成28年5月25日

中間処理（選別）
廃プラスチック類、金属くず、紙くず、
ガラスくず等、木くず、繊維くず、
がれき類、ゴムくず

中間処理（破砕） 廃プラスチック類、紙くず、繊維くず、動植物性残さ

許可年月日 平成26年3月6日

福岡県久留米市三潴町西牟田字鳥越６３４５番３外２筆

平成17年12月1日

福岡県久留米市三潴町西牟田字鳥越６３４４番２２

平成22年1月15日

３６ｔ／日（８時間）

４．５ｔ／日（８時間）

破砕施設

積替保管施設

福岡県久留米市三潴町西牟田字鳥越６３４４番２２

産業廃棄物処分業 福岡県≪許可番号　04020059050≫

選別施設

廃プラスチック類、金属くず、紙くず、
ガラスくず等、木くず、繊維くず、
がれき類

許可の有効年月日

選別施設

1　組織の概要②

産業廃棄物処分業

中間処理（選別）

中間処理（破砕）

許可年月日

久留米市≪許可番号　11220059050≫

ガラスくず等（廃石膏ボードに限る）

平成29年7月6日

令和6年7月5日
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設置場所

設置年月日

処理能力

設置場所

設置年月日

処理能力

設置場所

設置年月日

処理能力

設置場所

設置年月日

設置場所

設置年月日

処理能力

設置場所

設置年月日

処理能力

　処理料金 持ち込み価格 収集価格

ｍ3＝５，５００円 ｍ3＝６，５００円

Ｋｇ＝時価買取 Ｋｇ＝時価買取

ｍ3＝５，５００円 ｍ3＝６，５００円

ｍ3＝１３，０００円 ｍ3＝１５，０００円

ｍ3＝８，０００円 ｍ3＝１１，０００円

ｍ3＝５，５００円 ｍ3＝６，５００円

ｍ3＝４，０００円 ｍ3＝８，０００円

木くず Ｋｇ＝１５～３０円 ｍ3＝５，５００円

～１０，０００円

なし ｍ3＝１７，０００円

10.認証登録範囲 全組織　全活動

福岡県筑後市大字溝口字兵足561番1

平成27年10月14日

廃プラスチック類　115ｔ/日（8時間）、紙くず　116t/日（8時間）、繊維くず　115ｔ/日（8時間）

発酵施設

福岡県筑後市大字前津字南長峯2115番

平成24年5月31日

4.00ｔ/日（24時間）

圧縮梱包施設

破砕施設④（廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず）

福岡県筑後市大字溝口字兵足561番1

平成27年10月11日

廃プラスチック類　4.8ｔ/日（8時間）、紙くず　4.8t/日（8時間）
処理能力

木くず　4.4ｔ/日（8時間）、繊維くず　4.64ｔ/日（8時間）

17.5ｔ/日（8時間）

破砕施設③（動植物性残さ）

福岡県筑後市大字溝口字兵足561番1

平成25年4月12日

6.72ｔ/日（8時間）

破砕施設②（動植物性残さ）

福岡県筑後市大字前津字南長峯2115番

平成24年5月30日

破砕施設①（木くず）

福岡県筑後市大字前津字南長峯2115番

平成24年5月30日

4.51ｔ/日（8時間）

アスベスト

石膏ボード

がれき・ガラス陶磁器

繊維くず

リサイクル品

（コンクリート・アスファルト・瓦）

紙くず

廃棄物の種類

廃プラスチック

金属くず
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◆収集運搬許可一覧

積替保管 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

04000059050 平成31年2月26日 令和8年2月25日

04407059050 令和1年5月10日 令和8年5月9日

04200059050 平成27年5月13日 令和9年5月12日

04504059050 平成27年12月18日 令和9年12月17日

04607059050 平成28年1月5日 令和10年1月4日

〇 11210059050 平成31年2月26日 令和8年2月25日

03500059050 平成30年12月17日 令和5年12月16日

04103059050 平成31年3月26日 令和8年3月25日

04305059050 平成30年12月4日 令和5年12月3日

1031 令和4年4月1日 令和6年3月31日 ● ● ● ● ●

8 令和3年4月1日 令和5年3月31日 ● ● ●

◆収集運搬車両

最大積載量

11,200
8,800
10,100
9,000
5,800
5,500
3,800
1,400
2,050
7,500
6,700
3,850
3,900
2,000
3,000
3,200
3,500
1,500
2,000
2,200
2,000
3,800
2,000
3,600
3,200
11,400
3,000
3,000
2,000

宮崎県

鹿児島県

久留米市

筑後市

金
属
く
ず

木
く
ず

名称

30㎥ダンプ
10ｔコンテナ
10ｔダンプ
7ｔクラム

２ｔダンプ
2t平車

３tユニック
3ｔユニック

35㎥ダンプ

7・4ｔクラム

4ｔコンテナ

繊
維
く
ず

が
れ
き
類

都道府県及び政令指定都市 積替保管 許可番号 許可年月日 許可有効年月日

ガ

ラ

ス

く

ず

等

紙
く
ず

廃

プ

ラ

ス

チ

ッ

ク

1　組織の概要③

一般廃棄物収集運搬業 許可項目

都道府県及び政令指定都市

福岡県

大分県

久留米市

許可項目

産業廃棄物収集運搬業

熊本県
廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等、燃え殻、汚泥、廃
油、廃酸、廃アルカリ、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残
さ、ゴムくず、鉱さい、がれき類、動物のふん尿、動物の死体、

ばいじん

山口県

廃プラスチック類、金属くず、ガラスく
ず等、燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃
アルカリ、紙くず、木くず、繊維くず、
動植物性残さ、ゴムくず、鉱さい、が
れき類、動物のふん尿、ばいじん

佐賀県
廃プラスチック類、金属くず、ガラスくず等、燃え殻、汚泥、廃

油、紙くず、木くず、繊維くず、動植物性残さ、ゴムくず、鉱さい、
がれき類、動物のふん尿、ばいじん

長崎県

2tコンテナ
4ｔユニック

４ｔクラム
4ｔクラム
4tクラム

7.4ｔコンテナ
7.4ｔコンテナ
4ｔコンテナ

3tユニック
2ｔ平
４ｔ平

2ｔパッカー
4ｔパッカー

3ｔパッカー
４ｔパッカー
４ｔパッカー
10ｔコンテナ
3ｔユニック
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（外部委託）

最終処分

金属くず

木くず

焼却 燃えがら

紙くず 段ボール

焼却 燃えがら

安定型埋立

混合廃棄物 選別 売却（破砕）

がれき類

安定型埋立

繊維くず タタミ

焼却 燃えがら

その他 管理型埋立

コン・アスがら 再生CR・再生AR（破砕）

有限会社ショウエイ環境　　中間処理工程図

再資源化

売却（破砕・切断）

サーマルリサイクル（破砕）

エコブロック（造粒固化）

売却（圧縮・梱包）

その他紙くず エコブロック（造粒固化）

RPFリサイクル（固形燃料）（圧縮・固化）

廃プラスチック類

RPFリサイクル（固形燃料）（破砕）

エコブロック（造粒固化）

廃石膏ボード 土壌改良剤（破砕・分別）

瓦 再生CR・再生AR（破砕）

その他がれき類

ガラス陶磁器くず

PRFリサイクル（固形燃料）（破砕）

サーマルリサイクル（焼成）
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(売却） (売却） （自社コンポスト）

◎堆肥製品

◎戻し堆肥（コンポスト用）

（破砕） （売却）

原料受入（木くず）

一次選別

（破砕・ﾘｻｲｸﾙ）

チップ化 生木・丸太

堆肥工場

副資材

１０ｍ/ｍｱﾝﾀﾞｰ

チップ化
水分調整材

堆肥製品
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※脱臭装置により
臭気除去

縦型コンポストについて

縦型コンポストは密閉されているため、又、

タンクに断熱材を使用している為、

発酵中の原料が外気温の影響を

受けることがありません。それにより、

年間を通じて安定した処理が可能です。

動植物性残さ

有機性汚泥

廃酸・廃アルカリ

選 別・破 砕

水 分 調 整

発 酵

グリーンコンポ

ﾋﾞﾆｰﾙ袋・容器

販 売

製 品
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有限会社ショウエイ環境　　中間処理工程図　（溝口工場）

破　砕
圧縮梱包

混合廃棄物
破　砕

圧縮梱包

破　砕
圧縮梱包

動植物性残さ 破　砕
たい肥原料（リサイクル）

発　酵

廃プラスチック類
セメント原料（サーマルリサイクル）

焼　成

紙くず
セメント原料（サーマルリサイクル）

焼　成

繊維くず
セメント原料（サーマルリサイクル）

焼　成
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◆受託した産業廃棄物の処理量（本社工場）

処理量ｔ

廃プラスチック 33,979
金属くず 3,103
ガラスくず等 3,484
紙くず 5,327
木くず 27,007
石膏ボード 2,148
アスベスト 488
繊維くず 124
コンクリート 4,596
がれき類 8,644

収集運搬量合計（Ａ） 88,900

廃プラスチック 選別 33,979
金属くず 選別 3,103
ガラスくず等 選別 3,484
紙くず 選別 5,327
木くず 選別 27,007
繊維くず 選別 124
石膏ボード 選別 2,148
コンクリート 選別 4,596
がれき類 選別 8,644
廃プラスチック 選別 6,659
金属くず 選別 3,103
ガラスくず等 選別 346
紙くず 選別 5,327
木くず 選別 27,007
繊維くず 選別 124
石膏ボード 選別 2,148
コンクリート 選別 4,596
再資源化等量小計 49,310

中間処理合計（Ｂ） 88,413

0
0
0

最終処分量合計（Ｃ） 0

廃プラスチック 安定型埋立　　委託処理 27,320
がれき類 安定型埋立　　委託処理 8,644
ガラスくず等 安定型埋立　　委託処理 3,138
木くず 委託処理 27,007
紙くず 委託処理 5,327
廃プラスチック 委託処理 6,659
コンクリート 委託処理 4,596
繊維くず 委託処理 124
金属くず 委託処理 3,103
石膏ボード 委託処理 2,148
ガラスくず等 委託処理 346

49,311

88,413

 １．組織の概要④

（2020年7月～2021年6月）

　　中間処理後処分量合計（Ｄ）＝（Ｂ）

最終処分

中間処理後の産業

最終処分

再資源化

廃棄物

再資源化等量小計

処理方法等 処分方法等

収集運搬

中間処理（B）

うち再資源化等
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◆受託した産業廃棄物の処理量（前津工場）

処理量ｔ

有機性汚泥 142
動植物性残さ 715
木くず 1,711
廃アルカリ 13.68
廃酸 0.10

収集運搬量合計（Ａ） 2,582

有機性汚泥 発酵 142
動植物性残さ 発酵 715
木くず 破砕 1,711
廃アルカリ 発酵 13.68
廃酸 発酵 0.10

有機性汚泥 発酵 142
動植物性残さ 発酵 715
木くず 破砕 1,711
廃アルカリ 発酵 13.68
廃酸 発酵 0.10

再資源化等量小計 2,582

中間処理合計（Ｂ） 2,582

0
0
0

最終処分量合計（Ｃ） 0

有機性汚泥 有価売却 142
動植物性残さ 有価売却 715
木くず 有価売却 1,711
廃アルカリ 有価売却 13.68
廃酸 有価売却 0.10

2,582

2,582

再資源化等量小計

　　中間処理後処分量合計（Ｄ）＝（Ｂ）

うち再資源化等

最終処分

中間処理後の産業

最終処分

再資源化

廃棄物

中間処理（B）

 １．組織の概要④

（2020年7月～2021年6月）

処理方法等 処分方法等

収集運搬
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◆受託した産業廃棄物の処理量（溝口工場）

処理量ｔ

廃プラスチック 1,001
金属くず
ガラスくず等
紙くず
木くず
石膏ボード
アスベスト
繊維くず
コンクリート
がれき類

収集運搬量合計（Ａ） 1,001

廃プラスチック 選別 1,001
金属くず 選別
ガラスくず等 選別
紙くず 選別
木くず 選別
石膏ボード 選別
繊維くず 選別
コンクリート 選別
がれき類 選別
廃プラスチック 選別 800
金属くず 選別
ガラスくず等 選別
紙くず 選別
木くず 選別
石膏ボード 選別
繊維くず 選別
コンクリート 選別
再資源化等量小計 800

中間処理合計（Ｂ） 1,001

0
0
0

最終処分量合計（Ｃ） 0

廃プラスチック 201
がれき類
ガラスくず等
廃プラスチック 800
がれき類
ガラスくず等

800

1,001

再資源化等量小計

　　中間処理後処分量合計（Ｄ）＝（Ｂ）

うち再資源化等

最終処分

中間処理後の産業

最終処分

再資源化

廃棄物

中間処理（B）

 １．組織の概要④

（2020年7月～2021年6月）

処理方法等 処分方法等

収集運搬
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月 平成30年7月～令和元年6月 令和元年7月～令和2年6月 令和2年7月～令和3年6月

7月 355,750㎏ 344,590㎏ 337,060㎏

8月 334,910㎏ 333,680㎏ 324,900㎏

9月 300,320㎏ 321,650㎏ 318,540㎏

10月 233,090㎏ 327,230㎏ 316,440㎏

11月 318,730㎏ 293,990㎏ 301,240㎏

12月 310,720㎏ 357,390㎏ 328,340㎏

1月 331,830㎏ 320,130㎏ 310,800㎏

2月 282,410㎏ 276,380㎏ 278,170㎏

3月 319,990㎏ 337,720㎏ 341,220㎏

4月 318,850㎏ 346,040㎏ 351,780㎏

5月 396,450㎏ 353,080㎏ 350,360㎏

6月 298,390㎏ 350,340㎏ 337,580㎏

年間累計 3,801,440㎏ 3,962,220㎏ 3,896,430㎏

月 平成30年7月～令和元年6月 令和元年7月～令和2年6月 令和2年7月～令和3年6月

7月 18,800㎏ 18,890㎏ 27,950㎏

8月 18,420㎏ 21,640㎏ 34,810㎏

9月 24,000㎏ 21,480㎏ 21,690㎏

10月 18,640㎏ 19,860㎏ 25,230㎏

11月 31,420㎏ 23,320㎏ 19,630㎏

12月 20,080㎏ 20,470㎏ 20,420㎏

1月 15,820㎏ 20,100㎏ 26,240㎏

2月 22,250㎏ 23,140㎏ 20,360㎏

3月 18,540㎏ 20,150㎏ 21,040㎏

4月 20,010㎏ 21,430㎏ 26,460㎏

5月 23,370㎏ 28,440㎏ 23,130㎏

6月 24,190㎏ 21,170㎏ 21,580㎏

年間累計 255,540㎏ 260,090㎏ 288,540㎏

燃やせるゴミ

廃プラ

筑後市一般廃棄物収集運搬実績
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処分場の運営は、「地域住民の環境の保全をはかること」を目的とする。　

有限会社ショウエイ環境は廃棄物処理事業を行うに当たり、社会的責任を認識し、

良好な地域環境及び地球環境の保全に貢献できるよう以下の方針を規定する。 

１・事業活動に伴う環境への負荷を削減するために、以下の環境への取り組みを行う。

(1) 車両、重機、機械類のエコ運転に努めて、燃料、二酸化炭素排出量を削減する。

(2) 各事業所の電気の省エネルギーを推進して、二酸化炭素排出量を削減する。

(3) 節水により、水の使用量を削減する。

(4) 分別の徹底、裏紙の使用により廃棄物排出量を削減する。

(5) グリーン商品を購入する。

(6) 地域貢献活動を推進する。

(7) 廃棄物分別及び環境保全の情報を提供する。

２・環境関連法規等及びその他の合意事項を遵守する。

３・全社員に対し、必要な教育、訓練を行い地域環境及び、地域環境保全に貢献できる

    よう、目標を定め、環境管理活動の継続的な改善を図る。

４・企業活動の一環として、福岡県産業廃棄物協会久留米支部の美化活動に参加し、奉

    仕活動を通じて地域の皆様や環境との調和を目指す。

制定：

改定：

代表取締役　　橋本　健一郎

基本理念

２．環境経営方針

環境経営方針

平成２８年１１月１９日

令和３年７月５日

有限会社ショウエイ環境
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制定日 責任者 作成者

単位 該当事業所
平成28
年実績

864,960 795,763 787,114 778,464

（6.74）

事務所 31,236 28,737 (8%減) 28,737 (9%減) 28,112 (10%減)

中間処理場 63,175 58,121 (8%減) 58,121 (9%減) 56,858 (10%減)

作業場 605,944 557,468 (8%減) 557,468 (9%減) 545,350 (10%減)

前津工場 121,140 111,449 (8%減) 111,449 (9%減) 109,026 (10%減)

溝口工場 43,465 39,988 (8%減) 39,988 (9%減) 39,119 (10%減)

全社 189,813 189,813 (-) 189,813 (-) 189,813 (-)

事務所 8,532 8,532 (-) 8,532 (-) 8,532 (-)

中間処理場 5,974 5,974 (-) 5,974 (-) 5,974 (-)

作業場 13,932 13,932 (-) 13,932 (-) 13,932 (-)

前津工場 114,935 114,935 (-) 114,935 (-) 114,935 (-)

溝口工場 46,440 46,440 (-) 46,440 (-) 46,440 (-)

全社 247 0 (100%減) 0 (100%減) 0 (100%減)

事務所 247 0 (100%減) 0 (100%減) 0 (100%減)

中間処理場 0 0 (100%減) 0 (100%減) 0 (100%減)

③ Ｌ 中間処理場 22,151 17,721 (20%減) 17,499 (21%減) 17,278 (22%減)

事務所 10,940 8,752 (20%減) 8,643 (21%減) 8,533 (22%減)

前津工場 612 490 (20%減) 483 (21%減) 477 (22%減)

228,091 182,473 180,192 221,248

（3.88） ―

66,300 62,985 62,322 64,311

（3.88） ―

20,760 16,608 16,400 20,137

（3.88） ―

7,219 5,775 5,703 7,002

（3.88） ―

全社 0.563 0.282 (50%減) 0.282 (50%減) 0.282 (50%減)

事務所 0.219 0.110 (50%減) 0.110 (50%減) 0.110 (50%減)

中間処理場 0.047 0.024 (50%減) 0.024 (50%減) 0.024 (50%減)

作業場 0.017 0.009 (50%減) 0.009 (50%減) 0.009 (50%減)

前津工場 0.090 0.045 (50%減) 0.045 (50%減) 0.045 (50%減)

溝口工場 0.190 0.095 (50%減) 0.095 (50%減) 0.095 (50%減)

全社 4,813 4,813 (-) 4,813 (-) 4,813 (-)

事務所
中間処理場

1,477 1,477 (-) 1,477 (-) 1,477 (-)

作業場 11.9 12 (-) 12 (-) 12 (-)

前津工場 2,076 2,076 (-) 2,076 (-) 2,076 (-)

溝口工場 1,248 1,248 (-) 1,248 (-) 1,248 (-)

4 品目 事務所 12

5 回 各事業所 12

1

二酸化炭素排出量
の削減

②

kg-co2

（kg-co2/t)

全社

灯油使用量の削減 Ｌ

重油使用量の削減

④ ガソリン使用量の削減 Ｌ

⑤ 軽油使用量の削減
Ｌ

（Ｌ/ｔ）

作業場

前津工場

R2.6.20 中島 中島

３．環境経営目標

環境目標
令和2年度

目標
令和3年度

目標
令和4年度

目標

(8%減) (9%減) (10%減)

① 電気使用量の削減 kWh

(20%減) (21%減) (22%減)

中間処理場 (5%減) (6%減) (7%減)

(20%減) (21%減) (22%減)

溝口工場 (20%減) (21%減) (22%減)

2 廃棄物排出量の削減 ｔ

3 水使用量の削減 ㎥

グリーン商品購入の推進 12 12 12

地域貢献活動の推進 12 12 12

6
廃棄物分別及び環境保全の
情報提供

- 事務所 実施

：「軽油使用量の削減」の下記欄は（平成28年度実績÷収集量）で軽油使用量の収集運搬量原単位

実施 実施

備考：（　）内％、回は、平成２８年度の実績をベースとしての削減率又は増加数を示す。
：電力の二酸化炭素排出係数は、九州電力の平成27年度実排出係数０.528kg-CO2/kwhを使用した。
：「二酸化炭素排出量の/全社」の下記欄は（平成28年度実績÷（収集量+処理量）で、二酸化炭素の
　収集運搬原単位（kg-co2/t）を算出した。

実施

12



　（L/t）を算出した。
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責任者 作成者

中島 中島

7～10月 11～2月 3～6月
① エアコン設定温度を決め、実行する 足立

②
照明機器スイッチ管理
（使用してない場所の電源を切る）

足立

③ パソコン不要時には電源OFF 足立

④ 定期的な空調機ﾌｨﾙﾀｰの清掃 藤本

① エコドライブの実施 藤本

② 定期点検の実施 藤本

藤本 ① 裏紙の使用 近藤

藤本 ② 分別の徹底 近藤

① 蛇口の水を流しっぱなしにしない 河野

② 節水ラベルの貼付 河野

6 グリーン商品の購入 藤本 ① 購入の際　グリーンマークを確認する 河野

7 地域貢献活動の推進 藤本 ① 会社の周辺の道路清掃及びゴミ拾い 中島

① 取引先に廃棄分別の指導 宮崎

② 各廃棄物のリサイクルの説明 宮崎

7～10月 11～2月 3～6月

①
不要電力消費抑制
（不要な場合は機械を止める運動）

山口

② エコドライブの実施 山口

③
重機のメンテナンスの実施
(グリスアップ・オイル定期交換）

中村

2 廃棄物排出量の削減 山口 ① 分別の徹底 中村

山口 ① 蛇口の水を流しっぱなしにしない 大津

山口 ② 節水ラベルの貼付 大津

山口 ③ 雨水を場内の散水に使用 大津

4 地域貢献活動の推進 山口 ① 会社の周辺の道路清掃及びゴミ拾い 大津

7～10月 11～2月 3～6月

①
不要電力消費抑制
（不要な場合は機械を止める運動）

山口

② エコドライブの実施 中島

③
収集車両のメンテナンスの実施
（タイヤの空気圧チェック）

中島

④ 収集運搬の効率的な配車経路の実施 中島

2 廃棄物排出量の削減 山口 ① 分別の徹底 延

① 蛇口の水を流しっぱなしにしない 延

②
節水ラベルの貼付
雨水を洗車に使用

中島

4 地域貢献活動の推進 石崎 ① 会社の周辺の道路清掃及びゴミ拾い 武下

4 廃棄物排出量の削減

スケジュール(2020.7月～2021.6月)

5 水使用量の削減

1 電気使用量の削減 藤本

3 ガソリン使用量の削減 藤本

4．環境経営計画 制定日

R2.6.20

▼事務所

取り組み目標 責任者 活動項目 担当者
スケジュール(2020.7月～2021.6月)

藤本

8
廃棄物分別及び環境
保全の情報を提供す
る

藤本

▼中間処理場

取り組み目標 責任者 活動目標 担当者

3 水使用量の削減

1
二酸化炭素排出量の
削減
（電気・重油）

山口

▼作業場

取り組み目標 責任者 担当者
スケジュール(2020.7月～2021.6月)

1
二酸化炭素排出量の
削減
（電気・軽油）

石崎

3 水使用量の削減 山口

活動目標
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7～10月 11～2月 3～6月

①
不要電力消費抑制
（不要な場合は機械を止める運動）

江口

② エコドライブの実施 江口

③
重機のメンテナンスの実施
(グリスアップ・オイル定期交換）

江口

2 廃棄物排出量の削減 江口 ① 分別の徹底 堤

江口 ① 蛇口の水を流しっぱなしにしない 堤

江口 ② 節水ラベルの貼付 堤

江口 ③ 雨水を場内の散水に使用 堤

4 地域貢献活動の推進 江口 ① 会社の周辺の道路清掃及びゴミ拾い 堤

7～10月 11～2月 3～6月

①
不要電力消費抑制
（不要な場合は機械を止める運動）

松崎

② エコドライブの実施 松崎

③
収集車両のメンテナンスの実施
（タイヤの空気圧チェック）

松崎

④ 収集運搬の効率的な配車経路の実施 松崎

2 廃棄物排出量の削減 松崎 ① 分別の徹底 松崎

① 蛇口の水を流しっぱなしにしない 松崎

②
節水ラベルの貼付
雨水を洗車に使用

松崎

4 地域貢献活動の推進 松崎 ① 会社の周辺の道路清掃及びゴミ拾い 松崎

担当者
スケジュール(2020.7月～2021.6月)

▼中間処理場（溝口）

▼中間処理場（前津）

取り組み目標 責任者 活動目標

1
二酸化炭素排出量の
削減
（電気・重油）

江口

3 水使用量の削減

活動目標 担当者
スケジュール(2020.7月～2021.6月)

1
二酸化炭素排出量の
削減
（電気・軽油）

松崎

3 水使用量の削減 松崎

取り組み目標 責任者
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６．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容

 事務所

実施状況 達成状況

① ○

② 照明機器スイッチ管理（使用してない場所の電源を切る） ○

③ ○

2 灯油使用量の削減 ①

① ○

② ○

① ○

② ○

①

②

6 ① ○ ○

7 地域貢献活動の推進 ① 会社の周辺の道路清掃及びゴミ拾い ○ ○

① ○

② ○

中間処理場

実施状況 達成状況

① 〇

② エコドライブの実施 〇

③ 重機のメンテナンスの実施（グリスアップ・オイル定期交換） ○

④ 消費燃料の管理（火力の調整） 〇

2 廃棄物排出量の削減 ① 分別の徹底 ○ 〇

① 蛇口の水を流しっぱなしにしない ○

② 節水ラベルの貼付 ○

③ ○

4 地域貢献活動の推進 ① 会社の周辺の道路掃除及びゴミ拾い ○ ○

 作業場

実施状況 達成状況

① 不要電力消費抑制（不要な場合は機械を止める運動） ○

② エコドライブの実施 ○

③ 収集車両メンテナンスの実施（タイヤの空気圧チェック） ○

④ 収集運搬の効率的な配車経路の実施 ○

2 廃棄物排出量の削減 ① 分別の徹底 ○ ×

① 蛇口の水を出しっぱなしにしない ○

② 節水ラベルの張付・雨水を洗車に使用 ○

4 ① 会社周辺の道路掃除及びゴミ拾い ○ ○

燃料消費量の管理（火力の調整）

3 ガソリン使用量の削減
エコドライブの実施

達成状況の判定：　○達成している　×達成していない

取組対象 取組活動

1 電気使用量の削減

エアコン設定温度を決め、実行する

〇

パソコン不要時には電源ＯＦＦ

グリーン商品の購入 購入の際、グリーンマークを確認する

×
定期点検の実施

4 廃棄物排出量の削減
裏紙の使用

○
分別の徹底

5 水使用量の削減
蛇口の水を流しっぱなしにしない

節水ラベルの貼付

×

8
廃棄物分別及び環境保全
の情報を提供する

取引先に廃棄物分別の指導
実施

各廃棄物のリサイクルの説明

評価（今後の取組方向を含む）
取組はしっかり出来ている。今後は周辺自治体とともに資源の再利用率高める
べく協力していく。

取組目標 取組項目

1
二酸化炭素排出量
の削減
（電気・灯油・重油）

不要電力消費抑制（不要な場合は機械を止める運動）

地域貢献活動の推進

〇

雨水をトイレ掃除に使用

評価（今後の取組方向を含む）
取組はしっかり出来ているが、処理量と稼働時間の増加に伴い電気・軽油・水の
使用量が未達であった。重機が増えているので引き続き夏季のエアコン使用時
の温度管理についても意識強化を図る。

取組目標 活動項目

3 水使用量の削減

1
二酸化炭素排出量
の削減
（電気・軽油）

○

3 水使用量の削減 ×

評価（今後の取組方向を含む）
水使用量の未達については、取り組みとしてはしっかりできていたが、周辺環境
への配慮として散水や夜間水まきが要因となった。水まき以外での削減を今後
も徹底する。
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前津工場

実施状況 達成状況

① 不要電力消費抑制（不要な場合は機械を止める運動） ○

② エコドライブの実施 ○

③ 車両メンテナンスの実施（タイヤの空気圧チェック） ○

④ 消費燃料の管理（火力の調整） ○

2 廃棄物排出量の削減 ① 分別の徹底 ○ ○

① 蛇口の水を出しっぱなしにしない ○

② 節水ラベルの張付・雨水を洗車に使用 ○

4 ① 会社周辺の道路掃除及びゴミ拾い ○ ○

溝口工場

実施状況 達成状況

① 不要電力消費抑制（不要な場合は機械を止める運動） ○

② 照明機器スイッチ管理（使用してない場所の電源を切る） ○

③ 重機メンテナンスの実施 ○

④ 消費燃料の管理（火力の調整） ○

2 廃棄物排出量の削減 ① 分別の徹底 ○ ○

① 蛇口の水を出しっぱなしにしない ○

② 節水ラベルの張付・雨水を洗車に使用 ○

4 ① 会社周辺の道路掃除及びゴミ拾い ○ ○

取組目標 活動項目

1
二酸化炭素排出量
の削減
（電気・軽油）

〇

3 水使用量の削減 ○

地域貢献活動の推進

評価（今後の取組方向を含む）
取り組みはしっかりできている。今後も引き続き一つ一つの取り組みを徹底して
行う。

地域貢献活動の推進

評価（今後の取組方向を含む）
電力・水の使用量増加が目立つが、処理量も増加しているため、こまめな節電・
節水を心掛ける。

取組目標 活動項目

1
二酸化炭素排出量
の削減
（電気・軽油）

×

3 水使用量の削減 ×
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改定日 責任者 作成者
R2.6.20 中島 中島

遵守状況

適

適

適

適

適

6．運搬受託者の記載事項と管理票交付者への送付期限の遵守 適

７．運搬受託者の管理票の保存期間の遵守 適

８．虚偽の管理票の交付等の禁止の遵守 適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

適

当事業所に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

廃棄物処理法
（産業廃棄物処理施設）

１・産廃処理施設の許可の義務

２・施設の維持管理方法の基準の遵守

7. 環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無

環境関連法規 要求事項

廃棄物処理法
（収集運搬・中間処理業）

１・許可申請（収集・運搬）の遵守

２・許可更新（収集・運搬）の遵守

３・処理基準の遵守

４・収集運搬基準の遵守

５・帳簿記載の遵守

オフロード法

１・使用の制限

２・適応除外

３・特定特殊自動車を業として、使用する者が守るべき指針

３・技術管理者の義務

廃棄物処理法
（委託処理）

１・保管基準の遵守

２・許可業者への委託

３・管理票（マニフェスト票）の維持、管理、保管の返送期限管理の遵守

廃掃法（雑則）

１・投棄、焼却の禁止

２・法律基準を満たさない一般廃棄物、産業廃棄物の焼却炉の使用禁止

３・報告の徴収

騒音規制法
１・特定施設、設置の屈出

２・規制基準の遵守

振動規制法
１・特定施設、設置の屈出

２・規制基準の遵守

浄化槽法 １・法定検査

フロン無排出抑制法

１・特定製品管理者の債務

２・第一種特定製品の管理者の判断基準

３・業務用エアコン、冷蔵冷凍機器のフロン引渡義務

４・回収依頼書、委託確認書の授受

５・引取証明書の授受

6．第一種フロン類回収業者のフロン回収料金請求

７．フロン類放出禁止

小型家電リサイクル法
１・定義

２・事業者の責務

自動車リサイクル法

１・自動車所有者の責務

２・使用済自動車の引渡義務

３・再資源化委託金等の預託義務

家電リサイクル法
１・事業者及び消費者の責務

２・料金の請求
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また、関係機関等からの指摘、利害関係者からの訴訟もありませんでした。
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１．環境活動取組結果の評価

① 二酸化炭素排出量の削減

② 燃料（ガソリン、軽油、重油）消費量の削減

③ その他の活動

２．見直し

① 二酸化炭素排出量の削減

② 燃料（ガソリン、軽油、重油）消費量の削減

③ その他の活動

８．代表者による全体の評価と見直し

令和3年10月1日

代表取締役　橋本　健一郎

売上高増加に伴う、全体的な経費の増加と並行して、燃費使用量や稼働率

増加に伴う電気使用量などが増えた。

収集ルートの見直しを図るため、廃車システムを構築した結果、軽油使用

量の削減につながった。

水の使用量については、環境への配慮として、散水の徹底及び防火の観

点から、夜間の水まきをしていたため、大きく下回る結果となった。

省エネ機器の導入や、エコカーを順次導入し、二酸化炭素排出削減に努め

ます。

入社時の新人教育の徹底（エコドライブ）、また無駄を省いた収集ルートを

今一度工夫してみる。

エコアクションに取り組んでいる他社の良い部分を取り入れる。
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